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戦後６０数年が経ち、戦争を知っている方が少なくなっていますが、東村山にも空襲や学童

疎開がありました。図書館の資料の中から、東村山の空襲や学童疎開について書かれているも

のを紹介します。 
 

【図書】ご覧になりたい方は職員にお尋ねください。（  ）内は図書の背ラベルにある請求記号です。 

『あの日々の記憶 －東村山の空襲と学童疎開－』 

東村山ふるさと歴史館／編集 東村山ふるさと歴史館 2007年（213.65 ｱ） 

平成１９年４月から６月に開催された企画展の図録。東村山の空襲を、体験

者の当時の記憶、公文書等の記録、米軍の公的記録などから検証。東村山に

学童疎開して来た東京女子高等師範学校附属国民学校（現在のお茶の水女子

大学附属小学校）と赤坂国民学校の児童の日記・絵日記・体験談、公文書や

当時の町長日記より、学童疎開の経過をたどる。 

 

 

『東村山市史研究 第１４号』 

東村山ふるさと歴史館／編集 東村山市 2005年（213.65 ﾋ 14） 

p1-20：聞き書き 梅岩寺への集団疎開 

太平洋戦争中に梅岩寺に集団疎開をしていた４名の方々と、当時児童の賄い

をしていた方との座談会記録。 

p21-48：東村山町学童集団疎開受け入れ小史  

－学童疎開事前調査を視野にいれて－   古橋 研一  

東京都によって行われた学童集団疎開発案から実施まで調査の検証、東村山

町に学童集団疎開して来た東京女子高等師範学校附属国民学校（現在のお茶

の水女子大学附属小学校）と赤坂国民学校についての論文。 

 

 

『多摩のあゆみ 第３５号』 

多摩文化資料室／編集 多摩中央信用金庫 1984年（213.65 ﾋ 35） 

《太平洋戦争中の東村山 東村山郷土研究会》 

p58-62：〈私の宝物〉『戦時中の日記から』    立河 光子 

昭和１９年から２０年にかけての東村山の様子が書かれています。 

p62-64：秋津の空襲    小池 紀枝 

昭和２０年４月 2 日、２４日に秋津地域にあった空襲の様子が書かれていま

す。 

p66-67：学童疎開     影山 葉子 

昭和１９年 8 月に赤坂国民学校の児童が梅岩寺に疎開した時の様子が書かれ

ています。 
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『東村山周辺のいくさの歴史』 

東村山郷土研究会／編 東村山郷土研究会 1978年（213.65 ﾋ） 

p14：外国との戦争と東村山 太平洋戦争     p15：学童疎開 

追記 p1-3：東村山空襲の記録 

昭和２０年２月、４月の当時の空襲の状況を詳しく記した立河光子氏の少

女時代の日記です。 

追記 p4-6：東村山と学童疎開（追記） 

昭和１９年 8 月に赤坂国民学校の児童が梅岩寺に疎開した時の様子が書か

れています。 

 

 

『小池喜八日記』 東村山市 2006年（213.65 ｺ） 

明治４３年から昭和１７年の３１年間にわたり、化成小学校長を勤め、昭和

１７年より２１年まで東村山町長として太平洋戦争中の町政を担った小池

喜八氏の昭和７年と１９年の日記。 

「小池喜八日記」解説 

p13：昭和１９年７月  赤坂国民学校集団疎開児童の受入 

p14：昭和１９年８月  赤坂国民学校集団疎開児童の到着 

p16：昭和１９年１１月 東京女子高等師範学校附属国民学校集団疎開 

小池喜八日記 

p115：昭和１９年 7 月２２日（土） 

p128：昭和１９年８月２２日（火） 

p171-172：昭和１９年１１月１９日（日）

 

 

『東村山町教育の歩み』  

下田 佐重／編著 東村山町教育の歩み刊行協賛会 1962年（372.1 ﾋ） 

化成小学校に大正７年より２７年余教員として、また、昭和２３年から４年

間校長として勤務した下田佐重氏がまとめた明治初期から昭和３０年代にか

けての東村山の教育について綴った資料。 

p119-120：疎開学童受入れ 

p126：第二回疎開学童受入れ 

p126：東村山も戦場 

p127-128：未曽有の戦禍 

p137：梅岩寺戦災孤児学寮 

 

 

『東村山 ふるさと昔語り －座談会記録－』 

「東村山 ふるさと昔語り」編集委員会／編集 東村山郷土研究会 2007年（382.1 ﾋ） 

東村山郷土研究会が地域のお年寄りに語ってもらった東村山の生活・風習等

を収録したもの。 

p53-54：南秋津への空襲 

p163-164：Ｂ２９の来襲 

p188-189：空襲 

p225-228：爆撃の戦禍 

 

 

『疎開の子ども６００日の記録』 

学童疎開記録保存グループ／編著 径書房 1994年（372.1 ｿ） 

東村山にも疎開した東京女子高等師範学校附属国民学校（現在のお茶の水女

子大学附属小学校）の生徒によって書かれた絵日記を基に編集された戦時下

の記録。 

 



『東村山市史』 東村山市史編纂委員会／編集 東村山市 1971年（213.65 ﾋ） 

p800-804：三 戦時下の東村山 

 

 

『東村山市史 ２ 通史編 下巻』 

東村山市史編さん委員会／編集 東村山市 2003年（213.65 ﾋ 2） 

p447-451：学童集団疎開の受入れ p488-489：東村山への空襲 

 

 

『あまから民俗史』 東原 那美／著 三里舎 1989年（382.1 ﾄ） 

p125-127：秋津の被災地に建つ 平和観音像 

 

 

『東村山の石仏と信仰』 小林 太郎／著 多摩石仏の会 1982年（718.4 ｺ） 

p8-9：東村山の信仰と石仏 一 秋津の平和観音 

昭和２０年４月２日にＢ２９が小俣健次郎氏の茶畑に墜落し、民家が２３

戸破損、死者が３名、Ｂ２９の搭乗員も全員死亡しました。昭和３５年に

戦没者の供養のため、氏は私財を投じて平和観音像を建立しました。 

 

 

【「市報東村山」「市報ひがしむらやま」「きょういく東村山」の記事から】 

わが郷土 東村山の空襲 昭和二十年四月の記憶 

きょういく東村山 第５０号 平成１８年（２００６年）１２月２０日発行 

 

東村山市教育のあゆみ １１ 学童疎開 

市報東村山 昭和６１年（１９８６年）３月２０日号 

『東村山市教育のあゆみ』（東村山市（372.1 ﾓ））に収録。 

昭和１９年 8 月に赤坂国民学校の児童が梅岩寺に疎開した時の様子が書かれ

ています。  

 



市史編さんだより ３５ 東村山にも学童疎開があった 

市報東村山 平成９年（１９９７年）５月１日号 

『市史編さんだより１～７０』（東村山ふるさと歴史館歴史資料係（213.65 ｼ１））に収録。 

東京女子高等師範学校附属国民学校（現在のお茶の水女子大学附属小学校）

の生徒が昭和１９年８月から昭和２０年３月まで東村山に疎開した時のこと

が書かれています。 

 

ふるさと歴史だより ２１ 赤坂小学校の学童疎開 

市報ひがしむらやま 平成１９年（２００７年）１月１日号 

 

 

【関連サイト】 

東村山ふるさと歴史館 

http://www.city.higashimurayama.tokyo.jp/tanoshimi/rekishi/furusato/ind

ex.html 

 

絵日記による学童疎開６００日の記録(平和祈念プロジェクト２１) 

http://www.h5.dion.ne.jp/~s600days/ 
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